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2024年度の障害者福祉の報酬改定のベースとなる
方針として、昨年11月に財務省から「建議」が出
されました。その中では、障害福祉等の予算額がこ
の10年で社会福祉関係全体の伸び率に比べて約4
倍と高い伸びになっていることから、制度を持続さ
せるために総費用額を抑制することが不可欠である
と述べられています。そのことを具体化するために、
事業所の収支差率を問題にして福祉事業所の調査を
もとに、差額が中小企業を上回る水準になっている
ことから「収支差率をふまえた報酬水準の適正化を
徹底する」ことが大切であるとも述べられています。
　そのような考え方のもとで、厚労省の「報酬改定
検討チーム」においては生活介護や放課後等デイ
サービス、グループホームについて、これまでの「日
払い」から「実際の利用時間」に応じた報酬体系へ
の見直しが提案され、就労継続B型においては一層、
工賃向上のとりくみを報酬にむすびつける案が議論
されています。
	 	

　この間、営利の確保を目的とする株式会社などの
参入がすすんだことが、収支差率を押し上げること
につながっていることは明白です。また良心的な社
会福祉法人においても、国の施設整備のための補助
金が削減され続ける中で、修繕や建て替えのために
無理をしてでも自力で一定の差額をつくらざるを得
ないのが現実です。それらを考慮せずに収支差率を
もって、報酬引き下げの根拠にするのは、あまりに
乱暴と言わざるをえません。
　また、事業所の運営は利用者を支援している時間
だけおこなわれている訳ではありません。職員も直
接支援だけでなく、支援のための計画づくりや準備、
事務資料の作成、関係機関や家族などとの連絡調整
などなど、たくさんの仕事を抱えています。それを
実際に利用した時間だけの報酬に切り下げるなど、
まったく実態を見ていないものです。
　障害のある人たちの実態とねがいをもとに、安心
して生活できるための支援がうけられるだけの職員
が配置され、事業所が安定して運営でき、職員も誇
りをもって働き続けられるための報酬こそがもとめ
られています。障害のある人たちの人権を軽視する
政策を変えていくために、請願署名をはじめとする
運動にとりくんでいきましょう。　　　　	（石川	修）
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昨
年
の
7
月
20
日
～
22
日
（
前
期
・

東
京
）、
11
月
30
日
～
12
月
2
日(

後
期
・

福
島)

の
6
日
間
、
研
修
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
前
期
は
主
に
座
学
を
中
心
に
憲

法
、
人
権
、
財
務
、
経
営
指
針
づ
く
り

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
後
期
は
、
前
期

で
学
ん
だ
こ
と
を
経
営
指
針
づ
く
り
に

取
り
込
み
、
推
敲
を
重
ね
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
被
災
地
の

視
察
や
福
島
の
事
業
所
の
み
な
さ
ん
と

の
交
流
も
あ
り
当
時
の
思
い
や
、
こ
れ
か

ら
の
考
え
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
経
営
指
針
づ
く
り
を
進
め
る
な
か
で

感
じ
た
こ
と
は
、
私
自
身
10
年
以
上
法

人
に
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、
法
人
の
経
営

方
針
や
経
営
理
念
、
歴
史
に
つ
い
て
ほ
と

ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
、
自
分
自
身

を
振
り
返
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
ま
た
今
回
の
研
修
は
、
み
な
と
福
祉

会
に
入
職
し
て
か
ら
一
番
、
脳
を
フ
ル
回

転
し
た
研
修
で
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
や
る

べ
き
課
題
が
膨
大
で
、
そ
の
量
に
圧
倒
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
今
、
感

じ
る
こ
と
は
課
題
を
提
出
す
る
ま
で
の
時

間
の
使
い
方
や
、
今
ま
で
そ
れ
ほ
ど
気
に

し
て
い
な
か
っ
た
法
人
の
経
営
、
財
務
状

況
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
や

り
遂
げ
た
自
分
に
自
信
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　
大
変
な
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
楽
し

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
前
期
の
親
睦
会

や
後
期
の
夕
食
交
流
会
で
は
、
お
酒
を

酌
み
交
わ
し
な
が
ら
お
互
い
の
支
援
観

や
思
う
こ
と
を
交
流
で
き
、
と
て
も
楽
し

い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
今
回
の
研
修
が
、

対
面
で
行
わ
れ
た
か
ら
こ
そ
の
良
さ
だ
っ

た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
し
、
同
じ
志
を
持

つ
方
々
と
出
会
え
た
こ
と
は
、
大
き
な
財

産
と
な
り
ま
し
た
。

（
み
な
と
ホ
ー
ム
　
菱
田	

洋
平
）

き
ょ
う
さ
れ
ん
次
世
代
施
設
長
・
管
理
者
研
修
に
参
加
し
て

出
会
い
が
自
信
と
大
き
な
財
産
に

震災遺構　浪江町立請戸小学校
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